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告

示

青
森
県
告
示
第
八
百
三
十
三
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

十
和
田
市

二

事
業
の
種
類

(

仮
称)

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
十
和
田
市
稲
生
町
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

申
請
に
係
る
事
業
は
、
十
和
田
市
稲
生
町
地
内
に
市
民
活
動
支
援
機
能
、
た
ま
り
場
機
能
、

子
育
て
支
援
機
能
及
び
社
会
福
祉
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
整
備
す
る
も
の

(

以
下

｢

本
件

事
業｣

と
い
う
。)

で
あ
り
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が

設
置
す
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
第
一
次
十
和
田
市
総
合
計
画｢

感
動
・
創
造
推
進
プ
ラ
ン
十
和
田｣

に
基
づ
き
、

地
域
づ
く
り
活
動
等
へ
の
市
民
の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
や
触
れ
合

い
を
深
め
つ
つ
、
市
民
の
連
帯
意
識
に
支
え
ら
れ
た
語
ら
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
件
事
業
を
施
行
す
る
に
あ
た
り
、
国
土
交
通
省
か
ら
交
付
金
を
受
け
る
な
ど
の
事
業
に
必

要
な
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
起
業
者
は
、
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第

二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

十
和
田
市
で
は
、
町
内
会
が
地
域
づ
く
り
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
町
内
会

未
組
織
の
地
域
が
あ
り
、
加
入
率
も
低
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
会
や
婦
人
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
等
へ
の
加
入
率
も
低
い
状
況
で
、
活
動
も
減
退
傾
向
に
あ
る
。

市
民
活
動
に
お
い
て
も
、
構
成
員
の
高
齢
化
な
ど
を
要
因
と
し
、
活
動
が
停
滞
化
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
各
市
民
活
動
団
体
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
十
分
な
状
況

に
も
あ
り
、
交
流
・
連
携
体
制
の
拡
充
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
児
童
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
依
然
と
し
て
子
育
て
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
施
設
整
備
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
子

育
て
支
援
や
交
流
の
場
の
整
備
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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加
え
て
、
市
民
活
動
の
場
を
担
っ
て
き
た
中
央
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
触
れ
合
い

会
館
及
び
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
既
存
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
に
も
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
イ
ベ
ン
ト
用
ス
ペ
ー
ス
や
た
ま
り
場
な
ど
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

｢
み
ち
の
広
場｣

、
情
報
提
供
や
作
品
の
陳
列
・
展
示
な
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
る｢

展
示
ス
ペ
ー

ス｣
、
各
種
団
体
の
活
動
拠
点
と
な
る｢

多
目
的
研
修
室｣

、｢

和
室｣

、｢

ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ

ス｣

、
そ
し
て
子
育
て
中
の
母
親
が
気
軽
に
休
憩
で
き
て
情
報
交
換
や
交
流
・
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る

｢

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス｣

、

｢

プ
レ
イ
ル
ー
ム｣

等
を
備
え
、
敷
地
を
含
め
た
建

物
全
体
そ
の
も
の
が
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
く
市
民
が
集
い
、
市
民
活
動
な
ど
の
様
々
な

活
動
に
対
応
で
き
る
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
整
備
が
進
ん
だ
十
和
田
市
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
官
庁
街
通
り
と
、

中
核
施
設
で
あ
る
十
和
田
市
現
代
美
術
館
を
拠
点
と
し
た
屋
外
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
と
連
携
し
、

そ
の
賑
わ
い
を
中
心
市
街
地
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
る
周
辺
の
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境

影
響
評
価
法

(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)
及
び
青
森
県
環
境
影
響
評
価
条
例

(

平
成
十
一

年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
五
十
六
号)

に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
大
規

模
で
環
境
へ
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
で
は
な
い
。

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
指
定
地
外
で
あ
り
、
希
少
動
植

物
等
に
つ
い
て
も
、
環
境
省
発
行
の
青
森
県
動
植
物
分
布
図
等
に
お
い
て
希
少
動
植
物
等
の
存

在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

起
業
者
は
、
起
業
地
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ア

十
和
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
区
域
内
に
あ
る
こ
と
。

イ

に
ぎ
わ
い
の
創
出
拠
点
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
官
庁
街
通
り
か
ら
中
心
市
街
地
を
経
由

し
て
新
渡
戸
記
念
館
ま
で
を
結
ぶ
に
ぎ
わ
い
の
動
線
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
。

ウ

必
要
な
用
地
面
積
が
確
保
で
き
、
経
済
的
で
あ
る
こ
と
。

を
条
件
と
し
、
同
市
稲
生
町
地
内
に
候
補
地
を
三
案

(

以
下

｢

第
一
案｣

、

｢

第
二
案｣

、

｢

第
三
案｣

と
い
う
。)

を
選
定
し
、
本
件
事
業
の
候
補
地
を
検
討
し
て
い
る
。

第
一
案
は
、
現
況
は
商
業
ビ
ル
が
連
担
し
、
支
障
物
件
と
し
て
商
業
ビ
ル
五
棟
及
び
住
家
二

棟
が
存
す
る
。
十
和
田
市
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
官
庁
街
通
り
に
最
も
近
く
、
社
会
教
育
施
設
で
あ

る
十
和
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
近
い
場
所
に
位
置
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
を
効
果
的
に
中
心
市
街
地
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
支
障
と
な
る
商
業
ビ
ル
の
補
償
費
が
嵩
み
、
事
業
費
は
三
案
の
中
で
最
も
経
済
的
に

劣
る
。

第
二
案
は
、
現
況
は
店
舗
及
び
駐
車
場
で
あ
り
、
支
障
物
件
と
し
て
営
業
店
舗
六
棟
が
存
す

る
。
十
和
田
市
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
官
庁
街
通
り
に
近
く
、
十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
最
も

近
い
場
所
に
位
置
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
を

効
果
的
に
中
心
市
街
地
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
支
障
と
な
る
営
業
店

舗
の
補
償
費
が
嵩
み
、
事
業
費
は
三
案
の
中
で
経
済
的
に
中
位
で
あ
る
。

第
三
案
は
、
現
況
は
店
舗
及
び
住
家
で
あ
り
、
支
障
物
件
と
し
て
住
家
二
棟
及
び
店
舗
等
八

棟
が
存
す
る
。
十
和
田
市
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
官
庁
街
通
り
に
近
く
、
十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

に
も
近
い
場
所
に
位
置
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
に
ぎ
わ

い
を
効
果
的
に
中
心
市
街
地
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
障
物
件
の
補
償
費
が
必

要
と
な
る
も
の
の
、
店
舗
の
ほ
と
ん
ど
は
廃
業
し
て
お
り
、
補
償
費
が
比
較
的
安
価
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
費
は
三
案
の
中
で
最
も
経
済
的
に
優
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
申
請
案
で
あ
る
第
三
案
は
、
三
案
中
、
機
能
的
・
経
済
的
に
優
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し

た
結
果
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
動
が
活
性
化
さ
れ
、
ひ
い
て
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
本
件
事
業
を
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
整
備
に
必
要
な
最
小
限
の
範
囲

で
あ
り
、
さ
ら
に
起
業
地
の
収
用
の
範
囲
は
、
一
時
的
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

使
用
の
手
段
に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

十
和
田
市
役
所

企
画
調
整
課
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青
森
県
告
示
第
八
百
三
十
四
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
青
森
県
県
土

青
森
県
告
示
第
八
百
三
十
五
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
青
森
県
県
土

整
備
部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

整
備
部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
南
部
田
子
線

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
袴
田
字
下
モ
平
七
三
の
二
か
ら

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
袴
田
字
留
幅
一
の
五
ま
で

平
成
��･

��･

��

� �

５ ４ ３ ２ １ 図
面
番
号

県

道

県

道

県

道

県

道

県

道

道
路
の

種

類

浅
水
南
部
線

吹
上
金
屋
黒

石
線

五
戸
下
田
停

車
場
線

五
戸
六
戸
線

南
部
田
子
線

路
線
名

三
戸
郡
五
戸
町
大
字
手
倉
橋
字
金
ケ
沢
七
二
の
一
か
ら

三
戸
郡
五
戸
町
大
字
手
倉
橋
字
堀
合
沢
一
八
の
七
ま
で

平
川
市
町
居
山
元
一
二
九
の
一
か
ら

平
川
市
町
居
山
元
三
九
〇
の
一
ま
で

三
戸
郡
五
戸
町
字
蛯
川
村
三
九
の
三
か
ら

三
戸
郡
五
戸
町
字
蛯
川
村
四
一
ま
で

三
戸
郡
五
戸
町
字
熊
野
林
前
九
の
二
か
ら

三
戸
郡
五
戸
町
字
蛯
川
村
一
八
の
一
ま
で

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
袴
田
字
下
モ
平
七
三
の
二
か
ら

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
袴
田
字
留
幅
一
の
五
ま
で

変

更

の

区

間

後 前 後 前 後 前 後 前 後 前
変
更
の

前
後
別

一
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

七
二
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
六
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

六
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
五
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

七
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
五
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

三
一
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
七
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

四
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
七
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

敷

地

の

幅

員

五
〇
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
九
八
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

三
二
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

三
二
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

八
七
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

八
七
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

八
二
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

八
二
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

七
〇
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

六
五
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

敷

地

の

延

長

備
考
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出

先

機

関

土
地
改
良
区
の
清
算
人
の
就
任

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
解
散
し
た
蟹
田
町
土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
清

算
人
の
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

東
青
地
域
県
民
局
長

北

山

功
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九
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平
川
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山
元
三
九
〇
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ま
で
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氏
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村
上
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治

旦
代
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沼
田
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雄
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田
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道

鈴
木

實

鈴
木

勝
文

工
藤
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津
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郡
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ヶ
浜
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田
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国
坂
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〃

字
蟹
田
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国
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崎
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一

〃

〃

字
蟹
田
外
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一
一
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の
一

〃

〃

〃
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二
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一

〃

〃

字
蟹
田
小
国
南
田
一
〇
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一

〃
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〃

一
三
二

〃

〃
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国
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二
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